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少子化教育による意識改革


１．土浦の現状
１－１．人口
[image: image4.emf]現在の土浦市の人口は143909人であり、世帯数は54910世帯である。年少人口は全人口の約14％、高齢人口は約19％を占めていて高齢人口のほうが上回っている。現在土浦市の人口に目立った減少傾向は見られないが、現在の状態のまま出生率の減少が続くと2020年ごろから人口が減少し始め、2050年には現在の人口から約40000人減少してしまう。
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　１－２．産業
[image: image7.emf]土浦市内の商業の事業所において従業員が30人未満のものは全体の約94％を占めていて、工業において従業員100人未満の事業所は全体の約85％を占めている。土浦市内では中小企業がほとんどを占めている。土浦市の生産人口（15歳～64歳）は現在、15～39歳の若年層が44738人、40～64歳の中年層が46775人であり、全体的に半々の状態となっている。しかし、0～14歳の人口は19114人であり、中年層の人口の約4割となっている。土浦市の産業を支えていく上でも若い力を取り込むことは重要課題の1つといえる。
２．問題提起
　　先にあげたとおり、将来の人口予測によると今後土浦市の人口へ減少し続け本格的な少子高齢社会へと変わっていくことが予測されている。日本全体が少子高齢社会へと向かっているがそれは土浦市も例外ではない。このまま自然の流れに任せ、土浦市の人口が減少し続けては、市内の労働力も低下し、産業も衰退、最終的には土浦市全体が衰退していってしまう。
少子高齢化に歯止めをかけるためには、育児環境の整備と女性と高齢者の労働力を十分に活用する必要があり、福祉面における整備が必要不可欠である。

[image: image8.emf] 

将来人口と出生率の推移
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そこで、そのための施策のキャッチコピーとして
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『日本一の福祉都市　土浦』を提唱する。
３.提案 『日本一の福祉都市　土浦』
これは現在のところ土浦市だけでなく、日本全体で見ても実現できていない「未来志向型の福祉」に特化した政策を行い、日本一の福祉都市を目指すものである。主な施策は

1. 市内の保育所の整備と充実

2. 定年制度の撤廃

3. 育児休暇の充実

4. 少子化対策教育
の４つである。

４．市内の保育所の整備と充実
４－１．現状
近年、土浦駅周辺を中心とした市街地では多くのマンションが建設されている。また就業形態も第３次産業が市の産業ほとんどを占め、その就業人口も市のほとんどを占めている。これらのことから、土浦市の中心都市である土浦駅周辺への人口集中がさらに強まることが予測され、都市型の保育園が必要となると考えられる。
現在土浦市内にある保育園は公営の認可保育所と民営の認可外保育所である。
Ⅰ：認可保育所
国から認可を受けた保育所であり、メリットは公的資金の補助を受けることができるため、低額な料金でサービスを受けられることである。しかし、開業時間が短く、０歳児保育を受け付けていないなど、利用者のニーズに応えることが難しいというデメリットがある。
Ⅱ：認可外保育所
保育時間が長く、深夜営業を行えるといった利用者のニーズにあったサービスを受けることができる。しかし、国から認可を受けていないため、サービスの質があまり保証されていなかったり、補助金を受けていないため、利用者の負担が大きくなってしまったりというデメリットも存在する。
どちらの形の保育所もそれなりのメリットとデメリットが存在し、どちらにしろ利用者に負担がかかってしまう。

　４－２．提案

負担が少ない新しい形の保育所を作る
新しいタイプの保育所の例として挙げられるのが認証保育所である。これは東京都独自のシステムに基づいた保育所であり、都心部のニーズを満たすために作られたものである。そのサービスの特徴としては０歳児保育の実施、１３時間以上の開所義務化、契約時に利用者へのサービス内容、施設概要、事業者概要の説明の義務化、利用者と保育所が直接契約することが可能、保育所が料金を自由に設定できるというものがある。
認証保育所は、新しい時代に対応した都市型保育所という新しい形の保育所として注目を集め、認証保育所のシステムと類似したシステムの保育所が仙台市や浜松市で採用されている。

　４－３．効果
安心して子供を預け、仕事ができる。子供を生んだ後も仕事ができるかという不安を払拭できる
認証保育所を土浦市が採用することにより、今までの保育所では応えられなかったニーズに対応できるようになり、利用者の保育所に対する安心感が深まる。また保育所側としても施設により自由に運営ができるようになる。
５．定年制度の撤廃
　５－１．現状
土浦市の高齢化率は15.6%で、12%台のアメリカ等と比較すると非常に高い。また日本は諸外国に比べて平均寿命の値も大きいため、今後、労働力・生産者としての高齢者の存在が重要視される。定年制（労働者が一定の年齢に達すると自動的に雇用関係が終了する制度）について日本においては企業ごとに就業規則によって取り決めがなされていることが多く、少数ではあるが企業によっては定年が定められていないこともある。

　

2004年に改定された高年齢者雇用安定法によると65歳までの安定した雇用を確保するために事業主は下記のいずれかの措置を講じなくてはならないと定められている。　
Ⅰ：定年の65歳への引き上げ

　Ⅱ：継続雇用制度の導入

　Ⅲ：定年の廃止　　　　　　　　　　　　　　　一般企業の大部分はⅡを採用している。

　しかし、電通が2006年に行った調査によると

　Ⅰ：男性の77%が定年後も組織で働くことを望んでいる（75%は定年前に働いていた企業を希望）

　Ⅱ：働くことを希望する77%の者のうち、フルタイム希望が47%、パート・アルバイト希望者が40%となっている。
　企業では60歳定年が一般的であるが、このような現状から高齢者は労働に対して非常に意欲が高く、地域活性のために高齢者の力は不可欠であると考える。
　５－２．提案

定年制の撤廃

　Ⅰ：アメリカの例のように雇用における年齢差別の撤廃を図る。

　　　生産者・労働者・技術者としての高齢者を尊重

　Ⅱ：雇用・賃金等の労働条件は完全に個々の「能力」から決められるべきである・

　　　統一試験等の導入などによる雇用体系を制度化

　５－３．効果
定年制度を撤廃し、高齢労働者の受け入れを積極的に行うことで、地域経済の活性化を図る。
　
６．育児休暇の充実
６－１．現状

中小企業の環境の未整備と男性の取得率の低さ

先にあげたとおり、土浦市の事業所のほとんどは中小企業が占めている。そして、全国的に見て中小企業は育児休暇がとりにくい環境である傾向がある。厚生労働省による『平成17年度　女性雇用管理基本調査』によると日本全国の従業員5～29人の事業所で育児休暇の制度がある事業所は全体の約57％、30～99人の事業所では全体の約84％という結果になった。後者の84％はあまり少なくない数値のように見えるが、従業員100～499人の事業所では全体の約96％、500人以上の事業所では全体の99％が育児休暇の制度があるということと比較すると多いとは言いにくい。理由として考えられることとして中小企業は従業員が少ないために育児休暇を取られると企業の負担が大企業に比べ大きくなりやすく、また、そのような環境から従業員のほうも育児休暇の取得を希望しにくいということが考えられる。これに関しては、厚生労働省による、一定の要件を備えた育児休業を実施する中小企業（従業員100人以下）に対して、育児休業取得者が初めて出た場合に助成金を支給するという支援策をはじめとした財務的な支援が行われている。
育児休暇に関するもうひとつの問題として全国的に男性の育児休暇取得率が低迷しているということがある。原因としては、昔に比べればだいぶ改善されたとはいえ「男性は仕事、女性は家事」という考え方がいまだ残っていることが考えられる。また、経済面、出世にひびく、世間体、休暇後の会社復帰などの要因もある。
６－２．提案

中小企業への支援と男性育児休暇の浸透
Ⅰ：育児休暇者に在宅状態でも可能な業務を与える。
育児休暇取得による労働力不足という弊害を最小限に抑えるため、育児休暇取得者に対し、郵送やインターネットなどを利用し、自宅にいながらでもできる業務を与える。また、状況に応じて従来どおりの財務的支援も行う。
Ⅱ：男性育児休暇の義務化
男性の育児休暇を義務化させることにより、男性の育児休暇取得の浸透を図る。最低期間としては『平成１７年度女性雇用管理基本調査』の結果を参考にし、3ヶ月を目安とする
６－３．効果

土浦市のほとんどを占める中小企業が育児休暇をとりやすい環境になったことにより、育児と仕事の両立がしやすくなり、出生率上昇の一助となる。また、男性の育児休暇取得を促進し、父親の育児参加を推進することで、子供とのふれあいの機会を増やし、家庭円満への助けとなる。
７．少子化対策教育
７－１．現状

少子高齢社会が社会に対して大きな弊害をもたらすとするならばそれを食い止めるための教育もまた必要となってくる。しかし、現在のところそれを目的とした教育の例は聞かれない。

また、厚生労働省の『人口動態調査』によると2000年から2004年において比較的気候の穏やかな春や秋に出生率が高くなるという傾向が出ている。

７－２．提案
Ⅰ：ライフステージに対応した少子化対策教育

子供から成人するまでにおいて子供を生み、育てることの楽しさやすばらしさを学習するためのプログラムを作る。小学生から成人するまでの過程の中で、命の大切さ、家族や地域への愛着、少子化への関心といったことを学んでいく。
Ⅱ：時期に応じた出産子育て支援
春や秋の出生率が高まる時期に応じて、子育て支援を行うことで、支援プランの認知度の上昇を図る。

７－３．効果

プログラムによる教育により、家族の大切さ、豊かな価値観、自分の存在意識、地域への愛着といった豊かな人間性を持った親になるために必要な要素と土浦市への愛着を持つことで土浦市の出生率上昇が期待できる。
８．今後の展望
８－１．20年後の土浦市


1. 充実した保育所による子育てしやすい環境

2. 元気な高齢労働者によって経済の活性化

3. 少子化対策教育による意識改革で少子化に歯止めをかける

4. 充実した育児休暇制度による男性の積極的な育児参加

今回提案したマスタープランにおいてはこの4つの要素を重視することにより、

日本一の福祉都市　土浦

を目指します。

８－２．最終発表に向けて
さらに綿密な計画を練るために
保育所へのヒアリング

土浦市の労働の現状を土浦市役所にヒアリング

を予定しています。
９.　参考、関連文献・HP

『土浦市HP』
http://www.city.tsuchiura.ibaraki.jp/index.shtml
『社団法人　土浦市観光協会HP』 
http://tutiura.727.net/yokoso/kotsu_annai.html
『スウェーデンにおける家族政策』
http://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2005/2005honbun/html/H322

 HYPERLINK "http://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2005/2005honbun/html/H3223000.html" \t "_parent" 3000.html
『土浦市HP　住民基本台帳』
http://www.city.tsuchiura.ibaraki.jp/statistics/02.htm
『生活ガイド　土浦市』
http://www.seikatsu-guide.com/area/basic_city/430
『日本最大級の女性口コミサイトウィメンズパーク』
http://women.benesse.ne.jp/
図８－１　マスタープランのコンセプト図
























































図７－２　各ライフステージにおける少子化対策教育





図6－1　６歳未満児のいる男性の育児、家事関連時間





表５－１　各国の定年年齢と年金支給開始年齢比較








図4－1　土浦市内の保育所の場所と入所率





図１－１　土浦市の人口の将来予測





図１－2　土浦市内の事業所の規模（左、商業・右、工業）





『とうきょう福祉ナビゲーション』
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『土浦市環境白書』


『土浦市環境基本計画』








五班　笠原聡浩　樋口隆秀　名久井一寿


　　　　佐野誠　保江章乃　山口夏海　



























































































































































図７－１　月別出生数（2000年～2004年までの統計から算出）











